
サステナブル建築事例集／社団法人日本建設業連合会
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神奈川県横浜市 Q2. 2.    耐用性・信頼性（中間階免震構造、高耐力CFT柱、構造モニタリングシステム、性能的火災安全設計）

Q3. 1.    生物環境の保全と創出（公開空地化された350種の多彩な植栽による緑の丘（屋上緑化3,375㎡）の創出）

Q3. 2.    地域性・アメニティへの配慮（新たなシンボルの形成、地域開放ギャラリ－）

LR1.1.    建物の熱負荷抑制（方位追従型熱排気システム、Low-eペアガラス、高気密ブラインド）

LR1.2.    自然エネルギ－の利用（人感センサ－による適光適時・昼光連動照明制御、外気冷房、大温度差送水、雨水再利用）

LR1.3.    設備システムの高効率化（人感センサ－によるエリア対応空調制御、空調機連結制御、設定照度緩和（500lx採用））

FUJI XEROX R&D SQUARE

富士ゼロックス R&D スクエア

清水建設株式会社

清水建設株式会社一級建築士事務所

富士ゼロックス株式会社

事務所／研究所

新築

D.　評価技術／FB

K.　その他J.　生物多様性I.　周辺・地域への配慮

H.　生産・施工との連携G.　建物基本性能確保F.　長寿命化E.　リニューアル

C.　各種制度活用B.　省エネ・省CO2技術A.　環境配慮デザイン

地下1階、地上20階

S造(柱CFT)一部SRC造

14,655

135,253

2010
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18

20LCCO2削減

ERR(CASBEE準拠)

PAL削減

自治体提出
（横浜CASBEE)

2008年度版

BEE=3.5

Sランク

つながりをかたちに：人と社会と環境をつなぐ

CASBEE評価省エネルギー性能

高気密ブラインドが封じた
熱気を効率良く排気

設計担当者　

建築：大西正修、山田祥裕、河本洋一　/構造：横山一智、中川健太郎、諸星雅彦　/設備：名児耶治充、鈴木清隆、水原一樹　/電気：古知正人、山田充孝　/防災担当　水落秀木

インテリア・ランドスケ－プ：フィ－ルドフォ－・デザインオフィス：志村美治、代田哲也、北島暢哉　/外装デザインア-キテクト：光井純アンドアソシエ-ツ建築設計事務所：光井純、中野幸伸

写真撮影：※1吉田写真事務所　※2ナル建築写真事務所　※3清水建設

共創とは、相手とのコミュニケ－ションを

通してその背後に広がる世界を知ることか

ら始まる。

富士ゼロックスＲ＆Ｄスクエアは、首都圏

に複数ある既存の研究開発拠点を集約し、

顧客との密着した対話を通して経営課題を

掘り出し、解決の為のアイデアを創出す

る、顧客共創型研究開発拠点である。

施設は、横浜みなとみらい21地区への西の

ゲートに位置する。この平坦なみなとみら

い地区に、起伏のある緑の風景を創ろうと

試みた。公開された「緑の丘」がＲ＆Ｄ施

設と社会と環境との接点になる様に意図

し、そこに顧客との共創空間を配置した。

人と人をつなぐ

楕円の思想とは、異なる二つの中心の関係

の中で、均衡を保ちながら解を見つけよう

とする考え方である。「パートナ－がいれ

ば可能性は拡がる」という施主の考えに呼

応し、人と人をつなげる場、顧客、社会と

の共創の場を表出する形態として、楕円形

平面としている。

基準階は、首都圏最大級の約6000㎡の大空

間オフィスで、みなとみらいを一望できる

明るく開放的な外周部を一周300ｍの縁側空

間（発想の場、共創の場）として計画し

た。つながりを生み出すオフィス内の仕掛

けとして、この縁側空間に上下階をつなぐ

スキップボイド、カフェカウンタ－を備え

たオ－プンパントリ－を立体的に連続させ

ることで、新たな出会いを生み出し、知的

活動を刺激し合い、クリエイティブな活動

を促す場とした。

人と環境をつなぐ

「思考は自然の中に存在する」といわれる。

環境配慮型研究施設として、クリエイ

ティブを刺激する、都市へ360°開かれた

眺望を享受すると共に、高い省エネ性能

を確保することとのバランスを図り、自

然と共にある研究開発環境をかたちづく

ることを意図した。外周縁側空間の快適

な温熱環境を確保するために、楕円形状

の特性を生かし、各方位の熱排気量を年

間スケジュ－ルによって制御した方位追

従型熱排気システムにより、日射や熱の

影響の低減を行っている。さらに、大空

間オフィスと24時間対応の利用者の特性

を生かし、人感センサ－によるエリア対

応照明自動点滅・減光制御、照明連携空

調制御を一括に行い、単位空間と設備の

モジュ－ル化による省エネルギ－を図っ

ている。

公開空地化された３階ペデストリアン

デッキレベルは、個の力を表現する混植

の思想による回遊遊歩道空間「緑の丘」

として、地域の交流の場とすると共に、

ヒ－トアイランド対策として都市環境へ

の社会貢献を行っている。

環環境省クールシティ－制度

適用

方位追従型熱排気システム

楕円形状は常に日射が正対する面が生じ、

時刻によりその面が移動することになる。

この特徴から生ずる日射負荷を効率的に

排除する為に方位追従型熱排気システムを

構築した。

 

横浜駅側ベイクウォ－タ－より望む

外周縁側空間夜景 オ－プンミ－ティングスペ－ス

ゾ－ニング制御図

温熱環境シュミレ－ション

方位別給排気システムのゾーニング制御
（夏至の場合）

ペリメーター部の温熱環境試験結果
（夏至の場合）

ＫＵＲＡ（こもりスペ－ス）

１階エントランス吹抜けより望む

空撮：右手は日産新本社

配置・３階平面図

1990年相当自社ビルとのCO2排出量比較断面

基準階平面 ペリメ－タ－ゾ－ン断面詳細
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自然エネルギーの有効利用

変流量大温度差の利用

熱負荷の低減

適光適時制御 その他
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給排気用スリット

方位・天候追従型全自動高気密ブラインド
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